
定期健康診断における運動器検診実施手順（例）
１　運動器検診に関する説明
　(1)　家族、PTAへの説明・・家庭へ説明文章の配布（調査票へ趣旨を記載）
　(2)　児童生徒への説明・・・運動器の理解と検診時の動作練習
(3)　学校職員への説明、理解と協力
２　検診実施前の事前調査と情報の収集
(1) 検診実施前に家庭において運動器の状態を確認する。

ア 「保健調査票」

イ 「運動器検診調査票」
※地域及び学校の状況に応じて、いずれかの様式を活用する。
(2) 情報収集
ア 学級担任による確認　　［けが・欠席、普段の姿勢　など］
イ 体育教諭による確認　　［体育の授業欠席状況、運動の状況　など］
ウ 前年の定期健診の確認　［経過観察事項　など］
　 ※　養護教諭は上記(1)(2)の各情報を確認し、確認を要する部位について学校医に説明
する。

３　学校医による診察
　　学校医は、学校から伝えられた上記２の情報に基づき、該当部位を確認し、精査の必要があるかを判断する。
４　事後措置
　(1)　学校は、学校医の判断に基づいて、家庭に整形外科受診を勧奨する。その際、家庭通

知に運動器検診調査票を添付する。

　(2)　学校は受診結果を確認し、記録する。
　■長野県医師会のご意見も踏まえ、県教育委員会が作成したものです。

　■参考例であり、事前に学校医等と十分打合せを行い、学校及び地域の状況に応じて実施してください。

